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供試体 3本 Cを準備し 3種類の 圧σ3=p0=1

れ 順a),b)で行った。(Figure 参照)下記の文中

お，各供試体の土粒子質量m

次に示すような手  1

s=350(g)，土粒子密度ρs=2.68(g/cm
3)，

体積，Vs：土粒子体積)，三軸圧縮試験の時に供試体に作用する平均

3’である。 

下記の問いに答えなさい。なお，水の単位体積重量γw = 9.8 (k下記の問いに答えなさい。なお，水の単位体積重量γ

3’である。 
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w = 9.8 (k
1. 環境地盤工学に関連する法規について，下記の文章中の  1. 環境地盤工学に関連する法規について，下記の文章中の  
 (1)典型 7公害とは，騒音，振動， 水質汚濁 ， 土壌汚染 
 (2)廃棄物処理に関する法律は， 廃棄物の処理および清掃に関

(3)土壌汚染対策法に定められた手順は，1) 土壌汚染状況調査
3) 土壌汚染による健康被害の防止措置  の 3段階に分類す
2. 下記の文中の空欄に適する語句，数字を下の選択肢から選

でもよい。 
 酸化・還元は，酸素原子や水素原子のやり取りだけでなく，広

オンが電子を失って酸化数が 増加 すれば，その原子やイオン

酸化数が 減少 すれば， 還元 されたという。 
たとえば，二酸化マンガンと塩酸の反応 2 4 MnHClMnO →+

て，その酸化数は +4 から +2 に変化する。一方，塩素の一
 0  に変化する。したがって，この反応における酸化剤は 
 金属が陽イオンになるということは，金属原子が 電子 を失

金属ほど 酸化 されやすく， 還元 力が強いといえる。水素

においてもっぱら化合物の形で産出され，これらを 還元 する

えば，酸化亜鉛と一酸化炭素の反応 2COZnCOZnO +→+ では

ら +4 に変化しているので，一酸化炭素は 還元剤  として
(選択肢) 酸化，還元，増加，減少，酸素，水素，塩素，二酸

い，小さい，-2，-1，0，+2，+4，+6  
3. ある粘土試料（k=0.6，陽イオン交換容量CEC=125meq/100g

を含む溶液中に置いた。このとき，ナトリウムの陽イオン交換容

イオン交換容量は 117.9（107.1）(meq/100g)である。なお，イオ
である。 
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 ここに，M，Nはそれぞれ m，nの原子価をもつ陽イオン濃度
外部間隙水内部の陽イオンであることを示している。また，kは

4. 下記の表の有機化合物の名称，示性式，官能基の名称，構

化合物 
名称 示性式 

フェノール C6H5OH フェノ

アセトン CH3COCH3

酢酸 CH3COOH カル

ニトロベンゼン C6H5NO2

アニリン C6H5NH2

 5.  排水中のカドミウムイオンを，水酸化ナトリウム溶液を加
定された残留カドミウムイオン濃度 0.10mg/lは，モル濃度で表す
ミウムイオン濃度を排水基準以下にするためには，pH値を 10.
ウムの溶解度積はKSP=[Cd2+][OH-]2=1.58×10-14，カドミウムの原子
00,200,30
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名称 
ール性水

ケトン基 
ボキシル

ニトロ基 
アミノ基 
えて水酸

と， 8.9
28 以上  
量は 112
0(kN/m2)の下で排水三軸圧縮試験をそれぞ

24 Tue. 18 30 
同じ飽和砂の
 A,B,
 て，
 側
切な文字式または数字で埋めなさい。な

ρw=1.00(g/cm
3)，間隙比e=Vv/Vs (Vv：間隙

p’=(σ1’+2σ3’)/3，主応力差q=σ1’－σ

る。 

1’－σ

る。 
20＝2×7+6 

な語句を記入しなさい。 
地盤沈下 ，大気汚染，悪臭である。 
  である。 
2) 指定区域指定･台帳の調製 ， 
できる。 
よ。ただし，同じものを繰り返し選ん

25＝1×21+4 
授受という立場で定義できる。原子やイ

 されたといい，逆に電子を受け取って

2ClO + では，マンガンは 還元 され

化 されて，その酸化数は -1 から 
ガン ，還元剤は 塩酸  である。 
ある。すなわち，イオン化傾向が大きい

オン化傾向が 大きい  金属は，天然

って単体としての金属が得られる。たと

酸化 されて，その酸化数は +2 か

る。 
，塩酸，電子，酸化剤，還元剤，大き

2（モル濃度 0.04mol/l）とNaCl（0.02mol/l）
1（17.9） (meq/100g)，カルシウムの陽
衡式（Gapon の式）は，次式のとおり

15＝5×2+5 

添え字の e，oはそれぞれ吸着水内部と
ある。 
わせを完成させよ。 

25＝2×10+5 
官能基 

構造 
酸基 -OH 

=CO 

基 -COOH 

-NO2

-NH2

化物として沈殿除去する。排水基準で規

3×10-7  (mol/l)である。排水中のカド
にすればよい。ただし，水酸化カドミ

とし，共存イオンの影響は無視する。 

15＝5×2+5 


